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 進学や入学に合わせ、これまでとは違う交友関係ができてくるこどもたち。

LINE、インスタグラムなどのSNSを使う機会も増え、日々のこどもの様子に

周囲のおとなも気になることが増えてきます。 

 また、親しい関係の中で、相手を束縛したり、行動を制限したり監視する行

為が行き過ぎて、トラブルに発展してしまうこともあります。このようなこと

が付き合っている関係性の中で起こると、それを｢デートDV｣と言います。 

 この｢思春期の心と体｣プログラムでは、さまざまな場面から思春期に起こり

うるトラブルを回避するためのヒントを提供し、こどもたちが自ら、自分の心

と体を守ることができるよう考えていきます。 

 お互いに尊重し合える対等な人間関係を築いていくために、中学校で実施し

ているプログラムを通して、おとなができることを一緒に考えてみませんか。 

日 時：2024年 ７月 ２０日(土) 午後 2 時 ～ 4 時 

＊市在住･在勤･在学の方は、一時保育(2歳児以上未就学児)・手話通訳が 

 ご利用できます。７月１２日(金)までにお申し込みください。 

講  師 ： おきなわCAPセンター 奥間 智香枝さん ･ 井形 陽子さん 

会   場 ： なは女性センター学習室 (なは市民協働プラザ１階) 

対象者 ： 思春期を迎えるこどもの保護者・教職員・関心のある方 

定 員 ： ３６人（事前申込先着順） 

講
座
の
お
申
込
み

は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド 

か
ら
も
で
き
ま
す
。 

＊
中
学
校
を
対
象
に
実
施
し
て 

い
る
「
思
春
期
の
心
と
体
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
お
と
な
向
け
に
、

ア
レ
ン
ジ
し
て
開
催
し
ま
す
。 

ＮＰＯ法人おきなわＣＡＰセンターのご紹介 

 CAPとは、Child Assault Prevention（こどもへの暴力防止）の頭文字をとったものです。わか

りやすい言葉で人権概念を教え、こどもたちがいじめ、体罰、誘拐、虐待、性暴力といった様々

な暴力から自分を守るために何ができるかを、こども、保護者、教職員、地域の

人々に伝えるCAPプログラムを提供しています。その他、講演会、研修会、養成

講座の開催や企画、運営、会報の発行を通し、人権・エンパワメント・ジェンダー・

コミュニティ・平和等、あらゆる視点から暴力のない社会を目指して活動して

います。 



  

お問合せ先：沖縄弁護士会 TEL:098-865-3737 

 女性に対する暴力（ドメスティック･バイオレンス、

ストーカー、セクシュアル･ハラスメント）や離婚に関

する諸問題、職場における差別、同性婚に関するこ

となど、女性の権利一般に関する無料相談を実施

します。 

 各弁護士会でこれらの問題に詳しい弁護士が、

対処の方法や正しい法律知識を提供し適切なアド

バイスを行います。お気軽にご相談ください。 

 

午前10時～午後４時  

養育費ってどの 
くらいもらえるの？ 

離婚するには
どうしたら… 

夫の暴力から

逃げたい 

職場に性差別

がある 

ストーカー被害
にあっている 

私もセクハラ被害を受けた 

主催：沖縄弁護士会・日本弁護士連合会   共催：沖縄県・豊見城市・公益財団法人おきなわ女性財団  

 

 講座予告 

講 師 ： 宮城 晴美さん (沖縄女性史家) 

講 師 ： 源 啓美さん (「志縁の苑」評議員) 

講 師 ： 河原 千春さん (信濃毎日新聞 記者) 

会 場 ： なは市民活動支援センター 会議室 １ 

    (なは市民協働プラザ２階)  

対象者 ： 関心のある方 

定 員 ： ５０人(事前申込先着順) 

オンライン定員 ： １００人 

【開催方法】対面とオンライン 

＊本講座はリアルタイム配信のみとなります。 

 生涯を通して｢戦争、おんな、沖縄、部落差別｣

の課題を追求し続けてきたもろさわようこさん。

2024年2月29日未明に逝去されました。99歳で 

した。 

 もろさわさんは、日本の女性史をジェンダーの

視点で編み直した先駆者です。2023年8月に編

集出版された、『沖縄と もろさわようこ 女性解

放の原点を求めて』の編者である源啓美さんと 

河原千春さん、沖縄女性史研

究家の宮城晴美さんのお三方

に、もろさわようこが沖縄で

育んだ｢志縁｣について語って

いただきます。 

＊詳しくは、次号の

「なは女性センター

だより」でお知らせ  

 いたします。 

日時： 8月 10日(土) 午後 2 時～4 時 

午前10時～12時  午前10時～午後3時  

  6月27日(木 )  開催日 

＊面談相談のみ 
 先着順・予約制 
 豊見城市在住者限定 

＊面談相談のみ 
 予約制 

＊電話相談のみ 
 予約不要 



 

今回は 
「男女共同参画に 
    触れる本」を 
     ご紹介します♪ 

★女性問題やジェンダーに関する図書の貸し出し及び資料

の閲覧ができます。☆貸出し期間：２週間 お一人２冊まで 

＜男女共同参画週間オススメ本＞ 

『他者の靴を履く』 
アナーキック・エンパシーのすすめ 

ブレディみかこ 著／文藝春秋発行 

2021年6月30日発行 

｢多様性の時代のカオスを 

生き抜くための本｣ 

 人種差別丸出しの美少年

やジェンダーに悩むサッカー

小僧がいたり、アイデンティ

ティに悩んだりする世界の縮

図のような日常をイギリスの

「元・底辺中学校」で送る息子

さんのエピソードを綴った 

『ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー』

が、2019年毎日出版文化賞特別賞受賞、本屋大

賞、ノンフィクション本大賞などを受賞し、話題と

なったブレディみかこ氏。 

 そんな彼女が「大人の続編」本として書いた

本作のテーマは“エンパシー（共感力）”。 

 自分の固定観念から一度離れて、他者の立場

や気持ちを理解することで、自分の無知に気づ

き、これまで自分が知らなかった視点を獲得し

ながら他者と話し合い、困難な状況に折り合い

をつけて進むことの重要性について書いてい

ます。 

 イギリスの学校では「テロやEU離脱や広がる

格差で人々の分断が進んでいるいま、エンパ

シーがとても必要です」と教わるのだそう。 

 多様性が尊ばれ自分とは異なる価値観の人

たちとの接点が増えている現代において、エン

パシーというスキルを獲得することは私たちの

人生を生きやすくする手段の一つかも知れま

せん。 

 

 ｢男女共同参画週間｣は、男女共同

参画社会基本法の交付・施行日の 

１９９９(平成11)年６月２３日をふま

えて設定されました。 

男女共同参画社会とは  

 女性と男性が、社会の対等な構成

員として、自分の意思で社会のあら

ゆる分野の活動に参加する機会が

保障され、それによって利益を受け、

ともに責任も担う社会のことです。 

期間：令和６年６月２３日(日)～６月２９日(土) 

▲令和６年（2024）年度ポスター 

★なは女性センターでは、この期間に合わせ 

 ｢男女共同参画社会｣について分かりやすく 

 まとめたパネル展示と、｢戦後50年おきなわ 

 女性のあゆみ～21世紀へのメッセージ～｣の 

 DVD上映を行います。 
 上映時間 ①12:20～12:50 ②18:00～18:30 

 ＊土曜は①のみ。 

上記以外の上映についてはお問い合わせください。 

期間：６月17日(月)～6月29日(土) 

＊６月２３日(日)は休館日 

場所：なは女性センター学習室前（パネル展示） 

    なは女性センター交流室(DVD上映) 

①『あいつゲイだって』 アウティングはなぜ問題なのか？ 

 松岡 宗嗣 著／柏書房 発行／2021年12月10日発行 

「本人の性のあり方を同意なく第三者に暴露する 

ことの罪」 

 2015年一橋大学法科大学院において、ゲイの学

生から同性愛の恋愛感情を告白された異性愛の男

性が悩んだ末に、友人ら７人のグループメッセージ

で、その学生がゲイであることを暴露（アウティン

グ）したことをきっかけとして、ゲイの男性が心身に

変調をきたし転落死したとされる事件。 

 いつ、どのタイミングで、どの範囲にまで伝える

のか、伝えないのか。勝手に秘密を暴露されること

もなく、そのことで不当に扱われることもなく、安全に自由に、人格を

発展させていくことや、自らの性のあり方について情報をコントロール

できることが、アウティングという問題を考える上で最も重要かつ基

本的な出発点であると筆者は語ります。 

「アウティング」という“無意識の暴力”の問題点を問う一冊です。 

②『フェミニズムってなんですか？』 
 清水晶子 著／文春新書／2022年５月22日発行 

「フェミニズムの視点を身につける」 

 本書は『VOGUEと学ぶフェミニズム』というタイトル

で、2020年4月から二年間にわたりVOGUE CHANGEの

ウェブサイトで連載された記事をまとめた一冊。 

 フェミニズムはなんであるのか？に対して、ひとつ

の正解を提示するのではなく、社会や文化の様々な

局面において、女性たちの生の可能性を広げるため

にフェミニズムは何を考え、何を主張し、何をしてい

るのか？の一端を振りかえり、紹介しています。 

 そもそもフェミニズムはいつ、どこで生まれたの

か？の歴史をたどり、性と身体、性暴力、結婚、スポーツ、ケア、インター

セクショナリティなど、様々なトピックでフェミニズムを学び、考えること

のできる一冊です。 
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 周囲に話せる人がいない、自分の気持ちをわかっても

らえない。そんな時、｢ダイヤルうない｣を利用してみま

せんか。生きがい、家庭の問題など、女性の抱える様々

な相談に応じ、自分の意思で人生を選択するために情報

提供し、サポートします。 

性の多様性に関する相談 

 あなたが「自分らしい生き方」を自らの意思で選択できる

ように、一緒に考えます。どなたでもご相談ください。 

｢ ス ト ッ プ ･ D V ｣ 情 報 提 供  

 相談室｢ダイヤルうない｣では、ドメスティック･ 

バイオレンス(DV)で悩む方を支援するための情報提供を

行っています。詳しくは相談室｢ダイヤルうない｣へお問い

合わせください。 

那覇市パートナーシップ･ファミリーシップ登録 

  ｢那覇市パートナーシップ・ファミリーシップ登録｣は、

市長がパートナーシップ・ファミリーシップの関係にある

と認めた場合、その関係について登録簿へ登録し、｢登録

証明書｣及び｢登録証明カード｣を交付するものです。 

☆ 電話相談 (性別にかかわらずどなたでも) 

☆ 面接相談 (女性のみ･要予約) 

☆ 法律相談 (女性のみ･予約制) 

■お問い合わせ･申請の予約 

 TEL.０９８ -９５１ -３２０３  ◆月～金 :午前9時～午後5時  

 ＊祝日、慰霊の日 (6/23)、年末年始 (12/29～1/3)を除く  

■｢性の多様性を尊重する都市･なは｣ 

宣言(レインボーなは宣言）の理念に 

基づく取り組みです。登録によって何ら

かの法律上の効果(相続、税金の控除

など)が生じるものではありません。 

｢交流の場がほしい｣｢性の多様性について語りたい｣と 

いった声から生まれた誰でも参加できる交流会です。 

開催日時:2024年７月２７日(土)14時～16時 

会場:なは女性センター学習室(なは市民協働プラザ1階) 

主催:市民団体てぃーだあみ 

メール:tiidaami.okinawa@gmail.com 

｢フェイスブック｣でもお知らせしています♪ 

駐車場のご利用について 

周 辺 地 図 

 ｢なは市民協働プラザ｣の地下駐車場と消防局隣の｢ナハ 

メカルパーキング｣をご利用ください。ご利用は有料で

す。センター利用者は、料金の一部が免除されますので 

｢駐車券｣を事務室にお持ちください。 

お
問
合
せ 

 開館時間              休館日 

 月～金：午前９時～午後９時  年末年始 （12/29～1/3） 

 土曜日：午前９時～午後５時  日曜日･祝日･慰霊の日（6/23） 
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2024年６月15日現在 
これまでに登録された方
へも「登録証明カード」の
交付ができます。 

3 

☆なは女性センター利用者の一部免除料金 

最初の２時間まで 100円 

最初の２時間を超え１時間ごとに 100円 

※利用時間が１時間に満たない場合は1時間として計算。 

 

 性暴力の被害にあわれた方の意思を尊重しながら、医療的
支援を含めた必要な支援を行っています。 

※繋がらない場合は、 ０ ９ ８ ‐ ９７ ５‐ ０１ ６ ６へ 

24時間  365日  
TEL 

＃8  8  9  1 
は や く ワ ン ス ト ッ プ  

那覇市パートナーシップ･ファミリーシップ登録 

に関するお知らせ 

 令和6年3月11日から、パートナーシップ･ファミリー

シップ登録をした方の住民票の続柄を申請により、 

｢縁故者｣として記載できるようになりました。 
＊同一世帯で一方が世帯主である場合のみ。 

 ◆対象者：那覇市パートナーシップ・ファミリーシップ 

      登録簿へ登録を行っている市民 

 ◆申請場所：ハイサイ市民課(那覇市役所本庁舎) 

       三支所(真和志･首里･小禄) 

 ＊那覇市パートナーシップ・ファミリーシップ登録証明書 

  等をご提示ください。 

詳しくは、ハイサイ市民課までお問い合わせください。 
 ◆お問合せ ハイサイ市民課 住民記録グループ 

 TEL．098-862ー3274 (那覇市役所本庁舎：泉崎1-1-1) 

＊受講希望の講座は、なは女性センター窓口、電話、FAX、申込みQR

コードでお申し込みください。また手話通訳、一時保育の利用は、那覇市

在住･在勤･在学の方が対象です。(事前予約が必要） 

◆なは女性センター講座について 

那覇市銘苅2-3-1（なは市民協働プラザ1F Aコア）  

TEL．098-９５１-３２０３ FAX．098-９５１-３２０４ 
E m a i l ： s - h e i d a n 0 0 2 @ c i t y . n a h a . l g . j p 

     なは女性センターホームページQRコード⇒ 

 6月は「プライド月間」です。 プライドとは「誇
り・自尊心・矜持(きょうじ)」を意味すると同時に、
「セクシュアル・マイノリティのパレード」を指すも

のとして、国際的に認知され、プライド月間には、LGBTQの権利に関
するイベントが世界中で行われています。 


